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序　ひろしま型小学校英語
　広島市では小学校における英語教育を教科として位置づけ、構造特区として2010年４月より本格実
施に入った。本稿では、その広島市における音声指導の理論と実践を通して得られた様々な経験的諸
事実を検討し、小学校英語における発音表記として望ましいものを提案していく。

１．仮名（平仮名・カタカナ）表記
　入門期用の様々な教材・辞書等には発音表記として���の発音記号に加えて仮名表記が用いられて
いることが多い。仮名表記と一口で言っても、極めてシンプルなものから、「近似かな表記」（島岡方式）
と呼ばれる非常に詳細で複雑なものまで、さまざまな種類の仮名表記がこれまで提案されてきている。
本節ではそのさまざまな仮名表記による音声指導の実践例を検証することにより、仮名表記のメリッ
トとその限界を明らかしていく。
　仮名表記のメリットとして、そのわかりやすさが一番に挙げられる。

　　例　【ドッグ】

日本人なら仮名で書かれたものは、‘誰でも読める’ という意味ではたしかにわかりやすい。しかしな
がら、わかりやすい（したがって誰でも読める）ということはすなわち、日本語だということである。
たとえばカタカナで表されたものは外来語と同じであり、しょせん日本語として発音される運命であ
る。

　　生徒が【ドッグ】という発音表記を見る→出力は当然�'�����'�となる。

結果として、日本人の典型的誤りであるといわれている末尾子音での母音挿入が起こる（����部分で
すべて母音挿入が起こる）ことになる。これは入門期の発音指導としては最悪の結果である。
　次に仮名表記が本当にわかりやすいのかどうかを検討したい。
仮名で英語の音を表記しようとすると、日本語にない音をどう表記するかという根本的な問題に直面
する。たとえば日本人が苦手とされる'�'と'�'の区別の問題がある。この二つの違いを仮名で表わそう
とする場合、しばしば行われる一つの方策は、カタカナと平仮名を使い分けて表記するという方法で
ある。この方法をとると、下に見るようにどうしても無理が生じる。
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　たとえば'�'　と�'�'�が表記されている例を小学生用英和辞典で見てみると、

　　　例　(����ふラッグ　(���　ふらッグ���（『キッズクラウン英和辞典』）

　生徒の発音はどちらも'�������'�となるのは避けられない。

　　また、　��'s'　と　���'�'　が表記されている例を小学生用英和辞典で見てみると、

　　　　例　　#���バス　　#���　バす　　（『キッズクラウン英和辞典』）

　これも同様に、たとえ平仮名とカタカナ書き分けたとしても、日本人にとってはどちらも「す」は
「す」で同じ音である。したがって生徒の出力はどちらも�'basu'となるのは必至である。

　次に、文の表記例を見てみると、例えば次のようになっている。

　　��
�
�����������������
�#�)*

　　でアリズナすィングインだバックス　　（『キッズクラウン英和辞典』）

となっている。
これを小学４年生が読めば、

　　　　�
����+�　�����������������#�%%���

となるのは明らかである。

　これまで見てきたように、あくまで仮名表記に固執するとどうしても無理が生じるのは避けようが
ない。これは明らかに仮名表記のディメリットであると言えよう。
　日本語で同じ音をカタカナと平仮名で書き分けても、結局のところ生徒の発音の出力結果は同じ音
になるだけである。

２．���表記
　次に���（国際音標文字）を用いた音声指導の実践とその有効性の検証に移る。���による発音表記
は、その厳密性と学問的正確さ故に、世界中の�,-'���.-の現場で中上級クラス以上の発音指導に用
いられている。
　���は言語学的・音声学的に厳密に定義された普遍的記述デバイスであり、もし使用が可能であれば、
���に勝る表記法はないと言えよう。
　しかしながら、���表記は、学問的正確さ故に、初心者（特に小学生）には難しい、という問題点
が存在することは否定できない事実である。���を小学生に教える状況を考えてみても、①教える教
師側に���についての知識がほとんど無く、英語教員免許状を持たない小学校の教員に���の指導をし
て現場で使えるようにするというのは現実的ではない。②生徒側の知識としては、基礎となり得るも
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のは４年生で学習するローマ字（数時間しか費やさない）教育のみである。しかも教えられるのは、
ヘボン式ではなく訓令式である。
　訓令式は音韻表示としては優れているが、音声表示ではないため英語の発音を表記しようとすると
どうしても問題が生じてしまう。その際の問題点はたとえば、高母音� '�' � '�'の前で変化する子音を音
韻表示で同じ子音を用いていることである。
　小学校３，４年次で導入されるローマ字指導の例を教科書でみると、
①　３年生の教材
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出典：『広がる言葉』３上　教育出版



　３年次の教材を見ると、上述のように、訓令式であり、音韻論（音素論）的な表記（例えば�� �� ��*

�
*��、�� �� �� �
 ��等）であるため、言語学的には優れて体系的であり、理論的には問題はない。し
かしながら、英語の綴り字と対比してみた場合、英語が音声的であるのに対し、訓令式ローマ字のほ
うは音素的であるため音声表示（＝発音）とは乖離していると言える。
②　４年生の教材
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出典：『広がる言葉』４下　教育出版



　上記の４年次の教材を見てみると、訓令式に加えて、限定的ではあるがヘボン式（��� � ��� � /� �,� �

��� 等）が導入されていることが分かる。
　訓令式とヘボン式では、上述のように高母音の前で音価が変化するもの、特に、た行、だ行、さ行、
ざ行、は行、および拗音等で注意が必要である。たとえば、

　　　た行は　訓令式� �� � �� � �� � �
 � ��

　　　　　　　ヘボン式� �� � ��� � ��� � �
 � ��

　　　さ行は　訓令式� �� � �� � �� � �
 � ��

　　　　　　　ヘボン式� �� � ��� � �� � �
 � ��

　広島市の英語指導主事の話によると、現場では中学入学時に英語学習の最初の段階で、訓令式から
ヘボン式への転換 ‘儀式’ が存在するという。
　入門期に���を用いる必然性はあるのだろうか$上述したような状況を考えると、その必然性はどこ
にもないと思われる。また発音表記に対する小学生あるいは小学校英語の指導者達の抵抗感等、現場
で起こる様々な���アレルギーへの対策を含め検討すべき課題は多い。

３．��式���	�
表記
　��式��	
��表記とは、現在広島市でひろしま型カリキュラムとして実践中の小学校英語教育用
の発音表記法として開発した英語発音表記法である。それは、簡易���（ローマ字＋α）と仮名の混
合表記であり、１の仮名表記の簡便さと２の���表記の正確さを併せ持つ、いわばハイブリッドとし
て提案されたものであるため、��式��	
��表記と命名したものである。
　��式��	
��表記は、５，６年用の絵単語カード（教師用）の裏側に印刷されている。一例を挙
げると次のとおりである。
絵単語カード��
�

��式��	
��表記の特徴を以下に簡単に示す。
��式��	
��表記は、カタカナとローマ字を知っている日本の小学生のために独自開発した発音表
記であり、カタカナとローマ字（簡易���）の混合表記である。
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��式���	�
発音記号表

���表記� ��式���	�
表記

母音

'	
'� ���
 ［イー］

'�'� �	�
 ［イ］

'�'� ���
 ［エ］

'�'� �����
 ［�］

'�0�
'� ���　� ［�0アー］

'�
'� ����
 ［アー］

'�
0�'� ���　� ［ア（ー）0オ］

'�'� ����
 ［ʌ］

'�
� '� �	��
 ［���］

'�
�0��'� �����
 ［�
�0��］

'�'� �����
 ［�］

'�� '� ������
 ［��］

'�
'� ����
 ［オー］

'�
0�'� ����
 ［オー 0オ］

'�'� ����
 ［ウ］

'�
'� ����
 ［ウー］

'��'� ���
 ［エイ］

'��'� ���
 ［アイ］

'��'� ���
 ［オイ］

'��'� �����
 ［アウ］

'��'� ��
 ［オウ］

'��� '� ���
 ［イア�］

'��� '� �	�
 ［エア�］

'�
� '　� �����
 ［アー �］

'�
� '� ����	��
 ［オー �］

'��� '� ����
 ［ウ��］

子音

'�'� 語頭　パ、ピ、プ、ペ、ポ　　語末［　ｐ］

� 日本語にない母音の前⇒［ｐ］

'�'� 語頭　バ、ビ、ブ、ベ、ボ　　語末［　#］

� 日本語にない母音の前⇒［ｂ］

'�'� 語頭　マ、ミ、ム、メ、モ　　語末［ｍ］

� 日本語にない母音の前⇒［ｍ］

'�'� 語頭　タ、ティ、トゥ、テ、ト　　語末［　�］

� 日本語にない母音の前⇒［ｔ］

'�'� 語頭　ダ、ディ、ドゥ、デ、ド　　語末［　�］

� 日本語にない母音の前⇒［ｄ］

'�'� 語頭　ナ、ニ、ヌ、ネ、ノ

� 母音のあと語末［　ン��］

� 日本語にない母音の前�⇒�［���］

'�'� 語頭　カ、キ、ク、ケ、コ　　語末［　%�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［�%�］

' '� 語頭　ガ、ギ、グ、ゲ、ゴ　　語末［　 �］

� 日本語にない母音の前�⇒�［ �］

'!'� 語頭はなし、�1母音のあと2語末［　ン!�］

'�"'� 語頭　チャ、チ、チュ、チェ、チョ

� 語末［��ʃ�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［��ʃ�］

'#'� 語頭　ヂャ、ヂ、ヂュ、ヂェ、ヂョ

� 語末［�#�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［�#�］

'�'� すべての位置で　　［���］

'$'� 語頭　ヴァ、ヴィ、ヴ、ヴェ、ヴォ

� 語末［�3�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［�$�］

'�'� すべての位置で　　［��］

'%'� すべての位置で　　［%�］��

'�'� サ、スィ、ス、セ、ソ　　語末［���］

� 日本語にない母音の前�⇒�［���］

'&'� ザ、ズィ、ズ、ゼ、ゾ　　語末［�+�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［�&�］

'"'� シャ、シ、シュ、シェ、ショ　語末［ʃ�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［�ʃ�］

'''� ジャ、ジ、ジュ、ジェ、ジョ��語末［'�］

� 日本語にない母音の前�⇒�［'�］

'�'� ハ、ヒ、フ、ヘ、ホ　　　語末はなし

� 日本語にない母音の前�⇒�［'�］

'�'� すべての位置で　　［���］

'�'� ラ、リ、ル、レ、ロ　　　�母音の後［�� �］

� 日本語にない母音の前�⇒�［���］

'('� ワ、ゥイ、(
)、ゥエ、ゥオ

� 日本語にない母音の前�⇒�［�(�］

'�( '� ［�(］（語頭で）　　　　　　語末はなし

'*'� ヤ、*�、ユ、ィエ、ヨ　　　語末はなし

� 日本語にない母音の前�⇒�［�*�］



表記例　　���［ドーッ �］　　�4�5�［5�ピィ］

　　　　　　　　　　　　　　（大文字表記は、音調核を示す）

強勢記号
'�+�'　第一強勢　　��式��	
��表記では、赤字、文字大で示す。
'�,�'　第二強勢　　��式��	
��表記では、赤字、文字通常サイズで示す。　
⇐　シフト　ストレス・シフト　後続する要素と連結することにより、ストレスの位置が移動（シフト）
することを示す。
例：675��8�
�⇒675��
�
�9:���

注意：　'���'�ティ� ��%
［テイ�］

　　　　'�	
'� �ティー� �
��［ティー］

　　　　'��'���ティ� ���%
��［ティ ���］

語と句の強勢パターンの違いを発音表記で文字の大小で明示的に示す。

表記例　　�.�����［ハ（－）ッ �ドーッ �］ホットドッグ

複合語強勢（左強勢）� 3�� 句強勢（右強勢）

��;����/���
� <�� �������!��=��5

［�-メイトウ�ジュー �］� � ［�-メイトウ�ケ.-ッ�］

むすび
　１～３で提案された、カナ表記、���表記、��式��	
��表記（���カナ混合表記）の三者を比較
検討していく。
　比較の際、前提となるものは次の３点である。

①　小学校５年生は、日本語の音韻体系は習得している。すなわち、仮名の読み書きは問題ない。
②　４年時にすでにローマ字は学習しているので、ローマ字を読める。

ただし、訓令式（音韻表示に近い）を学習しているので、ヘボン式（音声表示に近い）とは異なり、
英語の表示とは多少距離がある。　

③　小学校５年生は、ひろしま型カリキュラムでは後期義務教育課程５年間の始まり（前期義務教育
課程＝小１年から小４年、後期義務教育課程＝小５年から中３）に位置し、思考力・判断力・表
現力の向上と発展をめざす時期と位置付けられている。すなわち、「気づき」とか「発見」をめざ
す学習が可能な時期だということである。

　以上の３点を考慮に入れて、これまで考察してきた３種類の発音表記システムを比較検討すると、
小学校英語での発音表記として最も有効で問題の少ないものは��式��	
��表記であると言えよう。
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現在広島市内で実践中の各小学校からの評価においても、カードの裏に記された��式��	
��表記
はかなり好評で有効だというフィードバックが得られている。ひろしま型カリキュラムは、平成23年
度から市内全校で本実施となった。我々の責務はこのひろしま型で蓄積された貴重なデータを分析し、
その成果を教育界へフィードバックすることである。本稿で提案された��式��	
��表記もそのひ
とつであると信じる。

　〔本稿は、日本英語音声学会九州沖縄四国支部第８回研究大会（於西南学院大学）で口頭発表したものに加
筆修正を加えたものである。コメントをいただいた諸先生方に感謝申し上げる。本稿を纏めるにあたって、多
くの方々から協力、コメントを戴いた。特にひろしま型英語カリキュラム策定委員会の委員の先生方および広
島市教育委員会の指導主事の先生方からはたえず貴重なご意見をいただいた。記して厚く感謝する次第である。
また本稿は、日本英語音声学会第12回全国大会（於宮崎市）で発表した題材の一部を発展させたものである（詳
細は下記参考文献参照）。その際貴重なご意見をいただいた参加者の方々にも感謝申し上げる。〕
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